
明
治
時
代
の
留
学
期
間
は
後
年
よ
り
概
し
て
長
期
で
あ
っ
た
。
特
に
明
治
初
期
は
文
部
省
留
学
生
の
留
学
期
間
は
五
年
と
長
か
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
は
段
々
短
く
な
り
、
明
治
三
十
三
年
の
ド
イ
ツ
語
研
究
を
目
的
と
す
る
最
初
の
文
部
省
留
学
生
で
あ
っ
た
藤
代
禎
輔
二

高
教
授
）
と
山
口
小
太
郎
（
東
京
外
語
教
授
）
の
場
合
は
二
年
間
で
あ
っ
た
。
私
費
留
学
の
場
合
は
期
間
に
制
限
が
な
い
の
で
留
学
資
金

さ
え
あ
れ
ば
長
く
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
余
り
に
長
期
の
留
学
は
ド
イ
ツ
で
就
職
す
る
場
合
以
外
は
当
人
の
将
来
に
と
っ
て
必
ず

ゆ
き
お

し
も
プ
ラ
ス
で
は
な
か
っ
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
山
川
幸
雄
は
そ
の
よ
う
な
例
に
当
て
は
ま
る
一
人
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
彼
は
十

五
年
間
ド
イ
ツ
に
留
学
し
法
学
博
士
の
学
位
を
得
て
帰
国
し
た
が
、
願
っ
た
で
あ
ろ
う
大
学
入
り
は
果
た
し
得
ず
高
等
学
校
の
独
語
教
師

に
な
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
も
病
気
の
た
め
比
較
的
早
く
辞
め
て
し
ま
っ
た
。
今
日
彼
の
こ
と
を
知
る
人
は
皆
無
に
近
い
と
言
っ
て
も
よ
い

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
長
期
の
ド
イ
ツ
留
学
に
よ
っ
て
実
地
に
習
得
し
た
語
学
力
は
や
は
り
非
凡
な
も
の
が
あ
っ
た
。
明
治
三
十
九

年
に
南
江
堂
よ
り
上
梓
し
た
『
独
逸
故
事
熟
語
字
彙
』
や
、
そ
の
他
ハ
ウ
フ
、
ク
ラ
イ
ス
ト
の
作
品
の
註
解
書
は
そ
れ
を
よ
く
示
し
て
い

ろ
と
思
う
。

『
独
逸
故
事
熟
語
字
彙
』
編
者
山
川
幸
雄

は
じ
め
に

上
村

直
己

－２１－



最
初
に
近
藤
修
之
助
・
早
見
純
一
箸
『
明
治
医
家
列
伝
』
（
第
二
篇
）
に
収
め
ら
れ
た
「
山
川
幸
喜
先
生
之
伝
」
及
び
『
明
治
過
去
帳
』

ゆ
き
よ
し

に
よ
っ
て
父
・
山
川
幸
豈
巨
の
略
伝
を
記
し
て
お
き
た
い
。
山
川
家
は
代
々
山
内
家
に
仕
え
禄
高
五
百
五
十
石
を
食
む
馬
廻
組
で
あ
っ
た
。

の
ち
分
家
し
て
医
を
業
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
幸
喜
は
そ
の
七
代
目
に
当
た
っ
て
い
た
。
天
保
三
年
十
月
二
十
九
日
に
士
佐
広
岡
村
に
生

ま
れ
た
。
幼
名
を
丑
之
助
、
次
い
で
友
益
と
称
し
た
。
維
新
後
は
幸
喜
と
改
め
た
。
父
は
小
文
次
と
称
し
産
科
を
以
て
知
ら
れ
た
。
弘
化

二
年
郷
里
を
去
り
、
高
知
へ
出
た
。
そ
し
て
山
内
公
の
側
医
荒
川
玄
門
に
つ
い
て
内
科
を
修
め
た
。
嘉
永
五
年
三
月
、
天
下
の
形
勢
は
西

洋
医
学
が
勃
興
す
る
兆
し
を
察
し
、
大
阪
へ
出
て
緒
方
洪
庵
の
門
に
入
ろ
う
と
思
い
、
宗
家
及
び
親
戚
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
反
対
さ
れ
た
。

土
佐
藩
で
は
当
時
は
ま
だ
漢
法
の
勢
力
が
強
く
、
宗
家
も
こ
れ
を
偏
信
し
西
洋
医
学
を
信
じ
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
蘭
学
者
の
川
谷

純
成
が
緒
方
郁
造
の
門
よ
り
帰
郷
し
て
開
業
す
る
に
際
し
幸
喜
は
同
氏
に
つ
い
て
西
洋
医
学
の
道
に
入
っ
た
。
そ
の
喜
び
は
大
き
か
っ
た
。

以
後
、
六
星
霜
黙
々
と
修
業
し
奥
義
を
極
め
る
に
至
っ
た
。
安
政
四
年
秋
高
知
市
水
道
町
四
丁
目
に
開
業
、
民
間
済
世
の
業
に
従
っ
た
。

翌
五
年
天
然
痘
が
流
行
し
た
が
牛
痘
の
接
種
を
実
施
し
て
そ
の
勢
い
を
食
い
止
め
た
。
ま
た
電
気
術
の
治
療
上
に
必
要
な
こ
と
を
感
じ
自

ら
医
用
電
気
を
模
造
し
、
使
用
し
た
と
こ
ろ
効
果
著
し
く
人
々
を
驚
嘆
さ
せ
た
。
万
延
元
年
獣
類
解
剖
会
を
創
設
し
仲
間
と
研
鑓
を
重
ね
、

そ
れ
が
引
い
て
は
人
体
解
剖
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
れ
は
土
佐
に
於
け
る
人
体
解
剖
の
囑
矢
だ
っ
た
。
江
戸
で
は
こ
れ
は
快
挙
と
し
て
受
け

と
め
ら
れ
た
が
土
佐
の
漢
方
医
た
ち
は
、
彼
ら
は
解
剖
と
称
し
て
人
肉
を
食
し
て
い
る
と
し
て
こ
れ
を
誹
誇
し
た
。
幸
喜
は
毅
然
と
し
て

従
来
に
も
ま
し
て
西
洋
医
学
の
打
ち
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
文
久
二
年
四
月
藩
庁
に
召
さ
れ
江
戸
表
容
堂
公
側
医
加
役
と
な
り
、
小
姓
組

に
昇
進
し
て
禄
二
十
石
を
給
わ
っ
た
。
こ
こ
で
宗
家
と
籍
を
異
に
し
別
に
藩
士
と
な
っ
た
。
同
七
月
初
め
て
江
戸
に
着
き
容
堂
公
に
仕
え
、

傍
ら
西
洋
医
学
所
に
入
り
内
外
科
を
攻
究
し
た
。
慶
応
元
年
四
月
容
堂
公
の
側
医
本
役
と
な
り
相
伴
格
に
進
め
ら
れ
禄
二
百
石
を
下
賜
さ

れ
た
。
こ
れ
は
藩
医
と
し
て
の
最
高
位
で
あ
り
西
洋
医
学
を
以
て
斯
か
る
地
位
に
就
い
た
も
の
は
未
曾
有
で
あ
っ
た
。
同
じ
頃
容
堂
公
は

父
・
山
川
幸
喜
に
つ
い
て
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西
洋
医
術
の
拡
張
の
た
め
大
阪
よ
り
緒
方
郁
造
を
高
知
に
招
聰
し
た
が
、
幸
喜
は
彼
に
親
表
し
西
洋
医
道
を
研
究
し
大
い
に
得
る
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
。
明
治
二
年
に
上
京
し
、
宮
内
省
の
侍
医
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
明
治
十
年
の
西
南
戦
争
で
は
官
軍
の
た
め
に
九
州
ま
で
出
張
し
て

負
傷
者
の
治
療
に
当
た
っ
た
。
東
京
に
戻
る
と
在
職
八
年
に
し
て
を
宮
辞
し
て
数
寄
屋
橋
に
開
業
し
た
。
そ
の
後
幾
多
の
医
学
・
医
療
上

の
功
績
を
残
し
た
が
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
二
）
九
月
十
九
日
に
東
京
小
石
川
に
お
い
て
死
去
し
た
。
人
と
な
り
は
慈
謙
に
し
て
温

雅
沈
毅
、
人
に
接
す
る
に
頗
る
懇
篤
で
患
者
に
深
く
信
頼
さ
れ
た
。
彼
は
西
洋
医
学
の
先
駆
者
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
医
林
の
泰
斗
で
あ
っ

山
川
幸
雄
は
東
京
大
学
教
養
学
部
蔵
の
履
歴
書
に
よ
る
と
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
一
月
二
十
八
日
、
高
知
市
水
通
町
に
お
い
て
生

ま
れ
た
。
幼
少
期
の
こ
と
は
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
履
歴
書
に
よ
る
と
、
山
川
は
明
治
十
六
年
、
本
郷
台
町
の
独
逸
学
校
に
入
学
し
、

ド
イ
ツ
語
と
数
学
を
修
め
た
。
独
逸
学
校
は
明
治
十
一
年
に
当
時
東
大
医
学
部
予
科
の
ド
イ
ツ
語
教
員
を
務
め
て
い
た
山
村
一
蔵
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
東
大
医
学
部
予
科
の
入
学
志
望
者
の
多
く
は
こ
こ
で
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
だ
。
山
村
一
蔵
は
明
治
十
二
年
に
は
死

去
し
た
の
で
、
校
主
は
夫
人
の
山
村
ミ
ツ
が
務
め
た
。
独
語
教
員
に
は
川
上
正
光
、
高
木
計
な
ど
東
大
医
学
部
予
科
の
教
師
が
兼
任
し
た
。

こ
の
よ
う
に
独
逸
学
校
と
東
大
医
学
予
科
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
だ
が
医
学
志
望
者
だ
け
で
な
く
、
単
に
ド
イ
ツ
語
を
修
め
る
た

め
に
独
逸
学
校
に
入
学
す
る
者
も
多
く
い
た
の
で
、
同
校
が
明
治
十
年
代
の
ド
イ
ツ
語
教
育
に
果
た
し
た
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。
幸
雄

た
。ち
な
み
に
「
山
川
幸
書
先
生
之
伝
」
の
最
後
は
、
長
男
の
幸
雄
は
明
治
十
八
年
十
月
ド
イ
ツ
に
渡
航
し
、
中
学
を
経
て
ベ
ル
リ
ン
大
学

に
入
り
既
に
一
一
一
年
、
専
ら
法
学
を
学
ん
で
い
て
、
近
く
成
業
を
見
る
だ
ろ
う
と
記
し
、
次
の
言
葉
で
終
わ
っ
て
い
る
。

「
幸
雄
君
前
途
望
ア
ル
此
ノ
如
シ
先
生
亦
憂
フ
ル
所
ナ
シ
先
生
ノ
今
日
ア
ル
天
道
其
刻
苦
経
営
ノ
労
二
報
フ
ル
所
ナ
ル
鰍
」

東
京
本
郷
台
町
の
独
逸
学
校
入
学
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山
川
幸
雄
は
明
治
十
八
年
（
’
八
八
五
）
十
月
、
十
八
歳
の
時
、
自
費
で
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
。
そ
し
て
そ
の
期
間
は
十
五
年
に
も
及

ぶ
の
で
あ
る
。
外
務
省
外
交
史
料
館
の
旅
券
下
付
記
録
に
よ
る
と
、

旅
券
番
号
：
二
一
四
九
七
、

弱
一
円
ｍ
ｎ
ｐ
－
。
．
配
赤
色
顕
．
笥
回
餌
配
園

ド
イ
ツ
留
学
時
代

這
寵
蕊
，
輩 ； ： …蜜
Ⅲ

麗
丙
臓
ふ
霞
序
臓
薙

篝
曇

山川幸雄履歴書（東大教養学部蔵）

が
こ
こ
へ
入
学
し
て
い
る
こ
と
は
最
初
、
将
来
は
医
者
に

な
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
父
が
医
者
で
あ
る

の
で
、
そ
う
考
え
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼

は
医
者
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
独
逸
学
校
時
代
に
何
ら
か

の
心
境
の
変
化
が
あ
り
、
医
者
に
な
る
の
を
断
念
し
、
法

律
を
学
ぶ
た
め
ド
イ
ツ
留
学
を
思
い
立
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
。
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と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
明
治
十
八
年
九
月
二
十
一
日
に
免
状
（
旅
券
）
渡
し
に
な
っ
て
い
る
。

履
歴
書
に
よ
る
と
最
初
、
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
ポ
ツ
ダ
ム
市
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
教
授
オ
ッ
ト
ー
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
方
に
寄
寓
し
、

そ
こ
で
同
時
に
ド
イ
ツ
語
の
教
授
を
受
け
た
。
次
い
で
十
九
年
三
月
よ
り
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
に
頼
ん
で
ラ
テ
ン
語
の
教
授
を
受
け
る
こ
と

満
四
年
。
ま
た
そ
の
翌
年
か
ら
は
歴
史
・
地
理
・
数
学
を
「
フ
ハ
ル
ヲ
・
ウ
ィ
ザ
ム
ス
キ
ー
」
に
、
英
語
を
英
人
「
ロ
ジ
ェ
ー
」
、
仏
語

を
独
人
で
高
等
女
子
校
長
「
シ
ュ
ミ
ッ
ト
」
及
び
仏
人
「
ピ
グ
ー
」
に
、
ギ
リ
シ
ャ
語
を
高
等
学
校
教
師
「
シ
ュ
ロ
ス
マ
ン
」
に
従
い

修
業
し
た
。

一
八
八
八
年
（
明
治
二
十
二
四
月
に
ポ
ツ
ダ
ム
市
立
中
学
校
に
一
旦
入
学
し
た
。
そ
し
て
翌
年
四
月
ベ
ル
リ
ン
大
学
法
学
部
に
入
学

し
た
。
一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
）
四
月
か
ら
九
五
年
ま
で
ド
ク
ト
ル
・
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
に
従
い
専
ら
公
法
を
質
問
修
業
し
た
。
ベ

ル
リ
ン
大
学
で
は
次
の
よ
う
な
講
義
を
聴
講
し
た
。
（
フ
ン
ポ
ル
ト
大
学
文
書
館
の
史
料
に
よ
る
）

行
先
：
独
逸
国
、

渡
航
目
的
：
留
学

身
分
：
士
族
、

本
籍
：
高
知
県
、

年
齢
：
十
八
、

】
・
ロ
皀
昌
【
一
○
已
呂
①
巨
口
』
こ
の
号
○
一
○
四
の
二
①
の
幻
①
Ｃ
言
の
‐
で
『
。
［
・
国
の
『
ロ
①
『

四
・
円
ロ
の
芹
耳
巨
一
ｓ
ロ
の
ロ
ー
①
の
『
。
［
ロ
】
の
◎
彦
①
ロ
宛
①
の
豈
扇
‐
宅
『
。
［
・
で
①
『
ロ
】
、
の

四
・
の
①
の
、
二
一
の
す
｛
①
己
の
の
同
日
畠
の
ｏ
弓
の
ご
用
の
ｏ
声
（
の
‐
勺
『
。
【
・
勺
の
『
己
の
①

の
○
口
】
『
ロ
の
円
の
の
ロ
】
の
の
←
の
『
」
②
②
④
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当
時
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
は
全
分
野
に
第
一
級
の
学
者
が
集
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
山
川
が
在
籍
し
た
法
学
部
で
も
同
様
で
、
彼
が

聴
講
し
た
諸
教
授
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
世
界
的
学
者
が
い
た
。

ま
ず
法
学
者
で
政
治
家
で
も
あ
っ
た
グ
ナ
イ
ス
ト
（
因
、
ご
・
○
口
の
亘
）
が
い
た
が
、
彼
は
伊
藤
博
文
が
憲
法
調
査
に
際
し
て
そ
の
講
義
を
聴

い
た
こ
と
で
も
有
名
だ
。
ア
ェ
ギ
ジ
（
少
の
四
ｓ
）
は
法
学
者
、
評
論
家
、
政
治
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ペ
ル
ニ
ッ
ェ
（
５
．
５
．
勺
の
目
」
８
）
は

ロ
ー
マ
法
研
究
で
知
ら
れ
る
法
制
史
学
者
で
、
プ
ロ
イ
セ
ン
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
で
も
あ
っ
た
。
コ
ー
ラ
ー
（
］
・
【
・
匡
臼
）
は
法
学
全

般
に
つ
い
て
の
多
数
の
著
作
を
残
し
、
国
際
的
に
も
有
名
な
学
者
で
あ
っ
た
。
エ
ッ
ク
（
国
・
田
・
国
烏
）
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授
の
傍
ら

ド
イ
ツ
法
律
家
会
議
書
記
を
務
め
た
。
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
旧
・
。
。
］
房
＆
目
＆
）
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
初
代
商
法
講
座
担
当
教
授
と
し

て
知
ら
れ
た
。
ヒ
ン
シ
ウ
ス
（
勺
・
国
旨
、
＆
旨
の
）
は
法
学
者
、
政
治
家
。
彼
の
『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
及
び
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
教
徒
の
教
会
法
』
（
Ｄ
Ｐ
の
【
旨
げ
の
日
の
。
宣
口
の
円
【
Ｐ
夢
・
］
房
の
ロ
巨
己
勺
司
・
←
の
切
言
三
の
口
冒
□
の
三
ｍ
ｇ
］
Ｐ
己
）
は
今
日
で
も
基
本
文
献

と
な
っ
て
い
る
。
ル
ー
ポ
（
回
・
困
弓
・
）
は
刑
法
、
刑
事
訴
訟
法
、
民
法
の
専
門
家
と
し
て
知
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
す
ぐ
れ
た
学
者
の
講
義
を
聴
い
た
こ
と
は
彼
に
自
信
を
与
え
た
だ
ろ
う
し
、
誇
り
で
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

一
八
九
五
年
（
明
治
二
十
八
）
か
ら
一
八
九
八
年
（
同
三
十
二
ま
で
ベ
ル
リ
ン
市
区
裁
判
所
判
事
ビ
ッ
ク
に
従
い
、
商
法
と
民
法
の

理
論
と
実
地
に
つ
い
て
質
問
し
、
研
修
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
大
学
時
代
の
住
所
は
、
雑
誌
『
○
里
Ⅱ
シ
巴
の
ご
東
亜
』
掲
載
の
日
本
人
住
所
録

に
よ
る
と
、
最
初
は
ポ
ツ
ダ
ム
市
ワ
イ
ゼ
ン
街
妬
番
地
、
次
い
で
ベ
ル
リ
ン
市
北
西
シ
ェ
ル
タ
ー
街
、
番
地
、
さ
ら
に
プ
ル
ッ
ケ
ン
Ⅱ
ア

レ
ー
筋
番
地
、
最
後
は
グ
リ
ュ
ー
ネ
ワ
ル
卜
の
高
級
住
宅
街
に
住
ん
だ
。
同
誌
一
八
九
八
年
十
一
月
号
で
は
彼
の
住
所
は
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ

ン
プ
ル
ク
地
区
の
グ
ロ
ー
ル
マ
ン
街
Ⅲ
番
地
と
な
っ
て
い
る
。
山
川
は
そ
こ
で
は
○
口
己
・
］
日
】
＆
巨
泣
○
Ｋ
四
目
Ｐ
冨
急
Ｐ
（
博
士
候
補
法

学
山
川
幸
雄
）
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

父
が
裕
福
な
医
者
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
幸
雄
の
留
学
生
活
は
恵
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
第
一
、
十
五
年
も
留
学
し
て
い
る
こ

と
自
体
、
裕
福
な
家
庭
で
な
け
れ
ば
出
来
な
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
間
父
が
帰
国
を
何
回
か
命
じ
た
が
服
さ
な
か
っ
た
。
あ
ま

り
若
く
し
て
留
学
し
た
の
で
向
こ
う
の
生
活
が
よ
く
な
っ
た
よ
う
だ
。
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山
川
は
学
位
を
取
得
す
る
と
す
ぐ
に
帰
国
し
た
。
雑
誌
『
○
日
Ⅱ
シ
巴
の
ロ
東
亜
』
一
一
十
六
号
（
’
九
○
○
年
五
月
）
の
「
雑
報
」
欄
（
ぐ
の

円
目
ｇ
こ
の
の
）
に
次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

九
十
八
年
の
夏
山
川
は
ベ
ル
リ
ン
を
去
り
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
に
移
っ
た
。
法
学
部
に
籍
を
置
き
、
学
位
論
文
の
準
備
を
し
た
。

そ
の
た
め
に
パ
ー
ル
（
ｏ
ｐ
１
田
巨
三
ｍ
ぐ
・
ロ
団
閂
）
教
授
に
個
人
的
指
導
を
受
け
た
。
パ
ー
ル
は
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
の
刑
法
及
び
民
事

訴
訟
法
の
正
教
授
で
あ
っ
た
。
一
八
九
九
年
（
明
治
三
十
一
一
）
、
学
位
論
文
臼
員
Ｆ
①
言
の
ご
自
己
の
『
二
三
鐸
の
『
の
、
冨
辱
・
同
旨
園
の
言
畠

目
ニ
ニ
①
『
己
『
の
三
】
目
。
①
の
蚕
『
猪
『
四
目
含
已
の
⑰
の
【
『
国
狩
の
⑰
の
冨
盲
＆
①
の
壁
『
量
の
己
の
三
の
＆
の
閃
①
一
ｓ
．
「
共
同
正
犯
の
理
論
に
よ
せ
て
、

独
逸
刑
法
第
四
十
七
条
の
解
釈
に
対
す
る
一
寄
与
」
を
提
出
し
た
。
翌
年
（
’
九
○
○
）
三
月
八
日
、
法
学
全
科
の
口
頭
試
験
に
及
第
し
、

「
ド
ク
ト
ル
・
ユ
リ
ス
・
ウ
ト
リ
ウ
ス
ク
コ
」
（
両
法
学
博
士
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
。
論
文
の
主
査
は
パ
ー
ル
教
授
で
あ
っ
た
。
同
論

６

文
は
現
在
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
国
立
大
学
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
三
年
（
一
九
○
○
）
十
月
一
一
十
日
、
山
川
幸
雄
ｅ
円
・
］
員
・
国
・
田
四
日
口
冨
ミ
四
）
は
○
シ
ロ
（
ド
イ
ツ
東
亜
協
会
）
に
入
会
し

刀
８

た
。
‐
当
時
彼
は
東
京
の
「
元
数
寄
屋
町
二
丁
目
一
番
地
」
に
住
ん
で
い
た
。

五
月
帰
朝
。

こ
れ
に
よ
っ
て
山
川
一
九
○
○
年
は
四
月
十
七
日
に
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ェ
ノ
バ
港
か
ら
汽
船
ザ
ク
セ
ン
号
に
て
帰
国
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

函
の
『
『
□
『
・
盲
『
・
●
用
巨
宜
○
国
囚
皀
四
斤
四
二
国
豈
皀
の
】
、
豈
口
餌
の
彦
民
、
武
彦
『
】
ぬ
の
ロ
】
の
冨
皀
盲
目
旨
ロ
①
巨
扇
の
三
四
口
己
自
己
鐸
「
・

少
ご
『
】
一
言
の
①
口
巨
ロ
日
一
戸
二
の
ヨ
ロ
旨
自
己
［
の
『
ｖ
の
囚
の
ぎ
の
①
ロ
ハ
ロ
四
ｎ
ヶ
】
四
℃
四
口
①
旨
い
①
の
Ｏ
彦
寓
陣
・

●

帰
国
へ
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十
五
年
に
も
及
ぶ
ド
イ
ツ
留
学
の
経
験
と
、
学
位
を
携
え
て
帰
国
し
た
山
川
は
恐
ら
く
大
学
教
授
の
地
位
を
希
望
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

当
時
の
学
閥
の
激
し
い
大
学
で
は
そ
れ
は
叶
え
ら
れ
ず
、
履
歴
書
に
よ
る
と
明
治
三
十
五
年
（
一
九
○
一
一
）
八
月
二
十
六
日
付
で
京
都
一
一
一

高
の
教
授
と
な
っ
た
（
高
等
官
七
等
、
八
給
俸
下
賜
）
。
独
語
と
法
学
通
論
を
担
当
し
た
。
同
三
十
七
年
十
月
高
等
官
五
等
、
同
三
十
九

９
０

年
十
一
一
月
高
等
官
四
等
に
昇
任
。
最
初
「
大
学
予
科
一
部
三
年
甲
級
長
」
を
、
翌
年
に
は
「
一
部
三
年
乙
級
長
」
を
そ
れ
ぞ
れ
務
め
た
。

『
第
三
高
等
学
校
一
覧
』
（
明
治
三
十
八
・
一
一
一
十
九
年
）
の
「
職
員
」
欄
に
見
る
と
、
独
語
教
員
に
は
山
川
以
外
に
賀
来
熊
次
郎
、
大
井

和
久
、
榊
亮
三
郎
、
中
村
健
一
郎
、
内
田
新
也
の
各
教
授
、
鈴
木
庄
司
、
殿
井
仁
三
郎
の
各
嘱
託
講
師
、
傭
外
国
人
教
師
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

が
い
た
。
山
川
は
独
語
、
法
学
通
論
、
ラ
テ
ン
語
を
担
当
し
て
い
る
。

山
川
は
独
語
の
授
業
で
は
ド
イ
ツ
文
学
の
朗
読
を
得
意
と
し
て
生
徒
に
印
象
を
残
し
た
ら
し
い
。

山
川
は
｜
一
一
高
の
校
友
会
雑
誌
で
あ
る
『
嶽
水
会
雑
誌
』
の
第
二
十
一
一
号
（
明
治
加
・
３
）
及
び
二
十
五
号
（
同
舶
・
血
）
に
二
回
に
わ

た
り
「
独
逸
文
華
詩
聖
ゲ
ー
テ
」
を
寄
稿
し
て
い
る
。
山
川
は
ま
ず
ゲ
ー
テ
の
生
涯
を
、
「
第
一
期
幼
年
時
代
」
「
第
二
期
ワ
イ
マ
ー
ル
に

於
け
る
二
十
年
」
「
第
三
期
シ
ル
レ
ル
と
の
交
際
期
間
」
「
第
四
老
年
期
」
の
四
期
に
分
け
そ
れ
ぞ
れ
略
述
し
て
い
る
。
例
と
し
て
こ
こ
で

は
「
第
三
期
シ
ル
レ
ル
と
の
交
際
期
間
」
の
前
半
を
紹
介
し
よ
う
。

詩
聖
ゲ
ー
テ
が
シ
ル
レ
ル
と
相
識
り
し
は
千
七
百
八
十
八
年
な
り
し
も
、
こ
は
唯
一
回
の
会
見
た
る
に
過
ぎ
ず
、
其
交
情
の
深
厚
を

来
せ
し
原
因
は
、
実
に
千
七
百
九
十
四
年
シ
ル
レ
ル
が
月
刊
雑
誌
ホ
ー
レ
ン
の
発
行
に
際
し
、
ゲ
ー
テ
に
其
補
助
を
依
嘱
し
来
り
、

渠
が
之
を
快
諾
せ
し
に
初
ま
る
、
蓋
し
ゲ
ー
テ
の
英
敏
な
る
実
際
的
観
察
の
能
力
は
、
シ
ル
レ
ル
の
崇
高
な
る
理
想
的
理
解
力
と
相

対
し
て
、
調
和
補
正
、
以
て
向
上
の
精
進
を
築
き
し
也
、
而
し
て
此
の
交
際
の
初
に
当
り
て
は
、
互
に
思
想
を
落
雁
に
托
せ
し
に
過

か
れ

ぎ
ざ
り
し
が
、
遂
に
ゲ
ー
テ
は
シ
ル
レ
ル
を
エ
ナ
の
寓
に
訪
ひ
、
シ
ル
レ
ル
も
亦
た
渠
を
ワ
イ
マ
ー
ル
に
訪
ふ
に
到
り
、
千
七
百
九

三
高
教
授
就
任

3０



丁
ル
レ
多
小
Ｌ
伯
却
旧
皿
川
川
十
漏
叩
〆
Ⅲ
曰
旧
Ｐ
‐
『
て
口
Ｈ
ｕ
ｎ
ｐ
Ⅱ
ヌ
ー
ｎ
Ｈ
‐
言
く
一
二
口
〃
〃
Ｉ
Ｚ
Ｉ
Ｊ
Ｊ
ヱ
Ｊ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ
叩
ｌ

錨
氷
《
■
鉛
錠
一
知
冨
、
鈴
蘭
垂

川
交
愈
々
濃
か
と
な
り
い
、
此
時
ゲ
ー
テ
は
其
名
作
ウ
ヰ
ル
ヘ
ル

ｐ
Ｐ
埠
幻
⑤
■
か
■
め
ゆ
心
ゆ
ぁ
■
ぬ
坤
吟
■
ゆ
ゆ
ゆ
め
”
ｂ

菱
』
ん
つ
と

蝋
ム
、
マ
ィ
ス
テ
ル
の
草
案
改
鼠
に
明
め
た
り
し
が
、
即
ち
聿
皀
を

■
尻

“
匂
“
α
■
⑪
ｄ
ａ
ｊ
ｍ
■
α
α
輯
、
四
ｍ
ｍ
、
“
■
α
⑬
毎

絵
シ
ル
レ
ル
に
裁
－
）
て
曰
く
「
兄
よ
、
兄
は
余
に
一
一
期
の
修
養
期

粗
塁
麦
華
詩
繋
ゲ
Ｉ
テ
（
義
：
｝教
授
山
川
幸
雄
鰍
を
與
へ
、
幸
に
余
を
し
て
詩
人
た
る
こ
と
得
せ
し
め
た
り
、
爾

錫
一
獅
轄
ｉ
；
坊
…
ｗ
・
ロ
鱒
早
趣
百
四
十
九
皐
八
；
八
日
卿
２
文
■
函
上
”
一
人
鑓
愈
日
也
．
；
一
癒
れ
ば
号
後
希
は
く
は
余
が
順
逆
境
遇
の
奈
何
を
間
は
す
兄
が
旺
盛
の
気

峅
鱗
鍵
鱗
麟
柵
蕊
柵
雛
鰄
鋤
靴
譲
諌
川
⑪
霊
窯
Ⅲ
一
」
三
二

・
・
年
一
驚
二
ｍ
の
耐
』
■
臘
濫
■
‐
》
て
威
し
百
舷
の
患
灰
腱
戚
鯉
し
，
怠
財
邸
色
屋
か
．
‘
し
七
年
§
腱
■
西
し
て
き
□
”
一
明

』
垂
■
堂
》
■
し
れ
ス
ニ
”
回
巍
⑭
毎
辿
口
腔
■
■
の
■
愚
色
繍
ぺ
餌
§
■
卒
に
酋
妥
の
■
７
を
■
ぬ
）
し
■
亜
■
■
浬
圃
；
…
ゲ
く

こ
の
文
章
に
は
特
に
深
い
考
察
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い

の
房
色
子
の
ら
■
垂
切
■
百
匹
二
牢
！
』
”
心
遙
■
し
●
・
瓜
凶
Ｈ
■
Ｅ
申
扮
せ
し
偽
■
塵
■
の
■
順
■
鱈
唾
の
成
只
●
宮
古
》
ｖ
い
》
、
瑛
辻

が
、
ゲ
ー
テ
と
シ
ラ
ー
と
い
う
ド
イ
ツ
文
豪
の
交
流
の
話
は
、

■
■

《
一
》

シ
ラ
ー
‐
を
理
想
主
義
文
学
の
権
化
の
よ
う
に
崇
め
て
い
た
明
治

時
代
の
旧
制
高
等
学
校
の
生
徒
に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
っ
た
ろ
う
。
次
い
で
山
川
は
『
ゲ
ッ
ッ
』
と
『
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
ェ
』
に
つ
い
て

そ
の
成
立
と
詳
し
い
梗
概
を
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
例
と
し
て
『
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
ェ
』
の
冒
頭
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

（
二
）
イ
フ
ヰ
ー
ー
ェ
史
劇
五
幕
。

此
脚
本
は
至
誠
神
を
感
ぜ
し
む
況
ん
や
人
に
於
て
お
や
と
い
ふ
古
人
の
格
言
に
附
言
す
べ
き
「
イ
フ
ヰ
ゲ
ニ
ェ
」
の
精
神
を
以
て
骨

子
と
為
し
恋
愛
の
美
と
世
俗
の
常
態
と
を
以
て
之
を
修
飾
し
た
る
も
の
に
し
て
千
七
百
七
十
年
既
に
散
文
体
に
て
完
結
し
「
ワ
イ
マ

ー
ル
」
の
宮
殿
に
於
て
演
劇
せ
ら
れ
其
後
も
舞
台
に
上
り
し
が
千
七
百
八
十
一
年
に
到
り
ゲ
ー
テ
は
不
規
律
な
る
「
イ
ァ
ン
ベ
と

十
九
年
シ
ル
レ
ル
の
其
居
を
ワ
イ
マ
ー
ル
に
移
す
に
及
び
、
日

と
つ

夜
往
復
、
胸
襟
を
開
き
、
肝
胆
を
咄
き
、
詩
作
を
共
に
し
、
情

交
愈
々
濃
か
と
な
り
い
、
此
時
ゲ
ー
テ
は
其
名
作
ウ
ヰ
ル
ヘ
ル

ざ
ん
つ
と

ム
、
マ
イ
ス
テ
ル
の
草
案
改
鼠
に
明
め
た
り
し
が
、
即
ち
聿
皀
を

シ
ル
レ
ル
に
裁
し
て
曰
く
「
兄
よ
、
兄
は
余
に
二
期
の
修
養
期

を
與
へ
、
幸
に
余
を
し
て
詩
人
た
る
こ
と
得
せ
し
め
た
り
、
爾

後
希
は
く
は
余
が
順
逆
境
遇
の
奈
何
を
間
は
す
兄
が
旺
盛
の
気

力
に
依
り
て
、
幸
に
余
を
誘
披
指
導
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
」
、
と

詩
聖
の
交
情
の
一
斑
以
て
窺
ふ
に
足
る
。
（
後
略
）

－３１－



要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
だ
ろ
う
。

と
に
か
く
『
ゲ
ッ
ッ
』
と
『
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
ェ
』
を
こ
の
よ
う
に
詳
し
い
梗
概
と
と
も
に
紹
介
し
た
例
は
曰
本
で
は
初
め
て
で
あ
っ
て
、

そ
の
意
味
で
山
川
の
こ
の
「
独
逸
文
華
詩
聖
ゲ
ー
テ
」
は
貴
重
な
文
献
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
二
回
だ
け
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
二

作
だ
け
で
は
ゲ
ー
テ
紹
介
と
し
て
完
結
し
て
い
な
い
の
で
彼
に
は
続
け
て
執
筆
す
る
意
図
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
う
い
う
形
で

他
の
ゲ
ー
テ
作
品
を
も
紹
介
し
続
け
る
こ
と
は
と
て
も
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
山
川
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
が
二
回
で
中
断
し
て

い
る
の
は
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
も
し
こ
の
仕
事
が
最
後
ま
で
完
成
し
て
い
た
ら
、
そ
れ
は
曰
本
に
お
け
る
ゲ
ー
テ
紹
介
史
に
重

詩
体
に
変
じ
後
更
に
工
夫
を
加
へ
「
ロ
ー
マ
」
旅
行
中
終
に
完
全
な
る
五
節
「
イ
ァ
ン
ベ
ン
」
に
変
改
せ
り
今
曰
謂
ふ
所
の
「
イ
フ

ヰ
ゲ
ー
ー
ェ
」
即
ち
是
な
り
（
但
し
一
二
の
独
談
の
場
を
例
外
と
す
）

イ
フ
ヰ
ゲ
ニ
ェ
既
に
犠
牲
に
供
せ
ら
れ
将
に
殺
さ
れ
ん
と
せ
し
が
偶
然
女
神
「
ヂ
ァ
ナ
」
に
救
助
せ
ら
れ
「
シ
ー
テ
ン
」
国
の
「
タ

ウ
リ
ス
」
に
導
か
れ
た
り
時
に
同
国
王
ト
ァ
ス
賓
客
の
礼
を
以
て
彼
を
迎
へ
「
ヂ
ァ
ナ
」
女
神
の
巫
女
と
し
て
尊
敬
し
た
り
き
「
イ

フ
ヰ
ゲ
ニ
ェ
」
は
夙
に
犠
牲
の
非
道
な
る
を
察
知
し
之
を
禁
止
せ
ん
と
す
る
の
志
を
懐
け
る
人
な
り
し
が
今
此
尊
敬
を
享
く
る
を
機

と
し
犠
牲
の
残
酷
に
し
て
人
情
に
背
け
る
こ
と
を
王
及
び
野
蛮
な
る
国
民
に
諄
々
と
し
て
説
明
し
終
に
国
王
を
し
て
他
国
人
が
此
国

に
漂
白
す
る
と
き
は
直
ち
に
捕
縛
殺
戴
し
て
女
神
ヂ
ァ
ナ
に
供
せ
し
悪
習
を
廃
せ
し
め
た
り
「
イ
ブ
ヰ
ゲ
ニ
ェ
」
は
斯
の
如
く
遠
き

異
境
の
客
と
な
り
し
も
国
の
優
遇
を
得
し
よ
り
爾
来
数
年
間
昼
夜
の
別
な
く
神
仕
の
み
を
事
と
し
て
更
に
怠
る
こ
と
な
か
り
き
然
る

に
国
王
ト
ァ
ス
偶
然
其
愛
子
を
失
ひ
し
よ
り
宮
中
寂
真
一
人
と
し
て
己
の
心
を
慰
む
る
も
の
な
か
り
し
ば
憂
悶
の
あ
ま
り
「
イ
フ
ヰ

ゲ
ニ
ェ
」
に
己
の
心
裡
を
明
し
要
り
て
婦
と
な
さ
ん
こ
と
を
切
望
し
ぬ
「
イ
フ
ヰ
ゲ
ニ
ェ
」
大
に
之
を
憂
い
謂
へ
ら
く
情
実
を
述
ぶ

る
に
若
か
ず
と
乃
ち
王
に
答
ふ
る
様
吾
が
身
は
巳
に
女
神
ヂ
ァ
ナ
に
捧
げ
た
り
且
つ
己
の
生
命
は
女
神
の
賜
な
れ
ば
心
中
に
終
身
孤

独
を
守
り
女
神
に
仕
ふ
可
き
を
誓
ひ
た
り
又
己
は
希
臘
人
な
れ
ば
王
の
親
愛
を
感
謝
す
る
に
詞
な
し
と
雌
懐
郷
の
念
慮
常
に
絶
え
ず

王
希
く
は
妾
の
心
中
を
察
し
給
へ
と
（
後
略
）

－３２－



さ
ら
に
、
同
じ
『
嶽
水
会
雑
誌
』
第
二
十
一
一
号
の
「
雑
録
」
欄
に
は
山
川
の
非
凡
な
語
学
力
の
一
端
を
物
語
る
「
独
逸
の
謎
」
（
己
２
‐

【
の
＆
の
蚕
（
の
①
一
目
碕
昌
①
ロ
）
と
い
う
の
が
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
長
期
の
留
学
体
験
を
持
つ
山
川
な
ら
で
は
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
全
部

で
十
二
題
で
あ
る
が
四
番
は
長
文
な
の
で
、
こ
れ
を
省
略
し
て
紹
介
す
る
。

こ
の
ド
イ
ツ
謎
に
関
連
し
て
次
号
『
嶽
水
会
雑
誌
』
（
明
治
珊
・
６
）
の
「
前
号
批
評
」
欄
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

ｍ
・
三
国
の
彦
○
二
○
豈
皀
の
○
二
『
の
罠
の
０
百
冨
冨
（
○
ず
口
の
冨
巨
ロ
ー
臣
ご
』
四
口
宣
言
二
①
二
口
画
一
］
①
ロ
の
己
『
胃
彦
の
ロ
》

③
・
団
旨
の
叩
く
胃
の
『
の
尻
一
言
ｐ
の
旨
の
『
冨
昌
【
の
『
田
【
旨
己
屋
ロ
ニ
ニ
。
＆
丙
①
旨
の
の
三
の
ロ
の
＆
①
ロ
の
＆
ロ
・

『
・
三
国
の
】
の
扇
註
『
丙
①
『
四
］
の
ｓ
の
国
巨
二
ｓ
こ
の
の
『
や

、
・
向
の
、
の
ぎ
与
已
の
口
、
四
目
園
の
ロ
弓
四
ｍ
色
己
旦
丙
○
日
目
言
昌
の
ぎ
【
ぐ
○
口
』
①
『
の
恵
一
］
の
．

①
．
ご
『
胃
昌
ご
曰
巨
の
叩
忌
已
四
の
内
壁
の
①
］
芽
四
ｍ
の
ロ
ぐ
○
口
』
の
『
宅
。
】
旨
の
一
ぐ
①
『
す
＆
①
ロ
言
の
ａ
①
ロ
〉

］
Ｃ
・
ニ
ニ
の
『
の
】
の
弓
芹
【
ロ
の
声
『
〉
曰
の
『
口
巨
『
向
一
口
崖
巨
、
①
Ｃ
ｅ
①
『
国
言
の
】
彦
四
弓

巨
．
ご
「
ロ
ロ
ロ
【
○
日
目
（
い
の
耳
巨
ロ
』
閃
皀
餌
巨
【
の
旨
の
■
弓
国
、
）

］
画
二
二
ｍ
の
ぎ
四
］
ず
】
里
①
旨
切
四
の
、
戸
①
『
マ
ニ
①
Ｒ
囚
巨
の
弓
の
『
丙
四
巨
津
彦
皀
・
園
巨
す
①
二
ｍ
臣
①
『
ロ
や

祠
罰
○
向
田
・
民
シ
ご
『
シ
【
シ
二
房
．

】
・
ヨ
「
】
の
す
の
急
の
】
の
（
冒
四
Ｐ
ｓ
の
の
＆
の
四
堅
陣
の
ご
Ｃ
ｐ
Ｎ
言
。
｝
【
の
】
の
ご
①
ロ
一
の
兎

国
・
ヨ
『
芦
の
宍
四
ロ
ロ
自
国
ロ
因
冒
の
ご
○
■
Ｚ
①
巨
の
口
の
○
口
ご
凶
①
房
①
ロ
）
二
四
の
の
い
①
ケ
ロ
ご
ワ
ユ
、
す
］
の
ご
［
や

四
・
Ｎ
言
の
】
ぐ
壁
の
『
臣
ロ
ー
国
笥
①
一
ｍ
◎
彦
皀
の
（
①
澤
①
ロ
の
旨
の
一
○
円
①
】
因
①
『
百
ｍ
①
巨
昌
①
『
の
】
の
戸
巨
ロ
ー
①
の
①
円
亘
①
一
旦
①
こ
の
冠
①
『
の
○
国
胆
の
国
已
①
の
旨
の
ロ

←
（
韻
）

、
四
口
い
の
ロ
因
①
『
旨
、
．
ご
雪
の
、
旨
、
①
の
園
巨
》

－３３－



「
山
川
教
授
の
独
乙
の
謎
が
あ
る
、
解
は
次
号
と
や
ら
で
題
丈
で
あ
る
が
誰
か
解
い
た
も
の
が
あ
る
か
如
何
か
、
こ
れ
は
別
と
し
て
、

教
授
の
身
近
な
こ
と
に
注
意
せ
ら
れ
て
吾
人
を
導
か
る
凶
の
は
感
銘
す
る
所
で
あ
る
、
尚
此
上
の
願
ひ
を
い
へ
ば
、
あ
ち
ら
の
風
俗
習
慣

に
つ
い
て
一
層
健
筆
を
振
は
れ
た
い
の
で
あ
る
。
」

こ
の
三
年
後
に
山
川
は
『
独
逸
故
事
熟
語
字
彙
』
を
上
梓
す
る
が
、
右
の
言
葉
が
き
っ
か
け
と
な
り
編
纂
を
思
い
立
っ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。

←
（
展
）

巴
ご
囚
の

③
）
向
一
口
（

。
□
①
『

⑭
）
ロ
』
ロ
《

④
）
二
三
ｍ
一
一

］
Ｓ
Ｃ
の

』
ご
国
①

』
画
）
ご
く
の
一
一
の
『
す
『
○
二
○
の
（
国
『
。
（
一
○
の
）
、
①
三
○
『
己
①
ロ
】
の
戸
．

ご
二
目
の
一

巴
三
閂

四
）
向
の
三
国

解
答
（
Ｐ
。
①
の
目
、
①
ど
こ
の
『
”
賢
の
の
一
目
狩
呂
の
ロ
）
は
次
号
で
は
な
く
第
二
十
六
号
（
明
治
船
・
旭
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

）
二
目
の
＆
『
の
弓
亘
ヨ
ニ
呉
の
旨
一
の
Ｓ
①
自
国
【
【
の
『
ロ
ヨ
“
の
（
『
の
－
０
言
昌
の
出
堅
陣
の
ニ
ョ
四
ｍ
の
『
①
、
亘
昌
『
の
戸
ニ
ョ
。
『
目
｛
畠
ワ
］
の
】
三
・

ロ
の
三
国
『
①
ロ
＆
の
国
箸
の
】
ご
壁
の
『
巨
口
』
国
夛
『
の
一
の
◎
ず
口
の
口
巨
【
」
『
①
一
勺
の
『
の
○
国
の
員
皀
醒
冒
一
一
Ｏ
豈
①
旨
両
国
丙
の
］
曰
一
〔
の
①
旨
の
己

ぐ
胃
①
『
ロ
ロ
』
の
①
白
の
目
の
『
。
⑰
の
ご
罠
①
『
》
』
①
『
ぐ
筥
①
円
く
Ｃ
ｐ
ｓ
の
の
①
ロ
ー
［
の
】
の
ロ
ー
里
の
◎
ず
邑
巨
己
。
ご
呉
の
『
ぬ
］
の
】
の
彦
．

ご
く
囚
｝
の
】
の
ｓ
①
Ｆ
①
三
の
＆
①
【
・
己
帛
①
国
①
『
ず
『
の
、
二
の
ロ
・

ロ
の
『
同
旨
回
巨
殖
侭
の
．
□
の
ロ
ロ
の
『
の
』
①
弓
｛
四
日
四
口
□
の
『
ロ
日
ど
の
一
少
巨
、
①
ロ
。

国
口
の
ご
豈
尻

向
冒
の
目
○
の
苣
忌
『
・

ロ
①
『
ご
「
一
口
ｅ
・
向
『
｛
『
の
ぎ
（
巴
の
ぎ
一
国
色
ロ
ロ
ヶ
の
『
．

ご
囚
の
国
、
声
Ｐ

印
①
一
四
。
、
与
国
①
芹
巨
ご
皀
困
の
】
『
呉
．

〆
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て
い
た
師
を
呼
ん
で
留
学
時
代
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
書
い
て
い
る
（
同
書
百
三
十
四
頁
）
。
山
川
は
生
徒
達
に
親
し
ま
れ
る

性
格
の
持
ち
主
だ
っ
た
よ
う
だ
。
彼
に
は
長
い
留
学
だ
っ
た
だ
け
に
話
す
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
一
般
に
明
治
の
若

者
は
先
輩
や
教
師
の
外
国
留
学
体
験
談
を
聴
く
の
が
好
き
だ
っ
た
。

山
川
は
解
答
が
当
初
予
定
し
た
一
一
十
三
号
誌
上
で
は
な
く
、
遅
れ
た
の
は
当
時
京
都
に
い
な
か
っ
た
せ
い
だ
と
し
て
い
る
。

２

な
お
山
川
は
帰
国
後
、
鉄
道
技
師
長
谷
川
謹
介
の
次
女
・
柳
子
と
結
婚
し
た
。

山川幸雄・柳子夫妻

柳
子
（
一
八
八
三
～
一
九
七
六
）
は
お
茶
の
水
女
学
校

を
出
身
で
、
明
治
中
期
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
家
庭
に
厳
格
な

お
嬢
さ
ん
と
し
て
の
教
育
を
受
け
十
九
の
年
に
年
の
離
れ

た
幸
雄
の
も
と
に
嫁
い
だ
。
十
七
歳
頃
か
ら
佐
々
木
信
綱

に
短
歌
の
指
導
受
け
、
長
く
歌
を
友
と
し
た
。
九
人
の
子

供
を
育
て
た
。

さ
て
山
川
幸
雄
は
明
治
四
十
一
年
Ｃ
九
○
八
）
｜
月

十
九
日
付
で
第
一
高
等
学
校
教
授
に
転
任
に
な
っ
た
（
高

等
官
四
等
）
。
一
高
教
授
の
傍
ら
、
日
本
大
学
、
法
政
大

学
で
も
独
語
・
法
律
の
講
師
を
務
め
た
。

『
三
高
八
十
年
回
顧
」
に
片
山
哲
（
明
治
４
年
一
法
）

が
「
自
由
の
三
高
」
と
い
う
文
章
を
寄
稿
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
山
川
か
ら

流
行
の
ド
イ
ツ
の
歌
を
習
っ
た
こ
と
、
三
高
時
代
の
教
え

子
た
ち
が
東
京
で
同
窓
会
を
開
い
た
際
に
、
｜
高
に
移
っ

（
同
書
百
三
十
四
頁
）
。
山
川
は
生
徒
達
に
親
し
ま
れ
る
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山
川
は
三
高
教
授
時
代
の
明
治
三
十
九
年
（
一
九
○
六
）
四
月
、
南
江
堂
よ
り
『
独
逸
故
事
熟
語
字
彙
』
編
纂
・
上
梓
し
た
。
欧
文
タ

イ
ト
ル
：
□
の
二
ｍ
ｇ
の
の
己
＆
言
・
『
二
一
ｓ
①
閃
の
』
①
目
の
四
１
①
口
冒
の
］
９
口
己
の
Ｓ
の
弓
①
『
の
①
百
三
三
の
己
耳
の
『
三
目
己
『
・
罫
』
嵐
・
毎
日
四
百
言
四
・

三
百
四
十
八
頁
。
小
本
。
定
価
七
十
五
銭
。
こ
れ
は
山
川
の
代
表
的
な
著
作
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
故
事
と
熟
語
に
適
訳
を
加
え
る
の
は
容

易
で
は
な
い
が
、
十
五
年
と
い
う
長
期
留
学
に
よ
っ
て
習
得
し
た
ド
イ
ツ
語
の
造
詣
は
非
凡
な
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
本
書
は
よ
く
示
し

て
い
る
。
序
文
で
山
川
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

て
い
る
。
序
文
で
山
川
は
笏

独
逸
故
事
熟
語
字
彙
序

第三調i等皐榛激紐舗

ＩｌｉｊＩｌ孝雄鰯慈
一●割⑫Ｐ｡－－￣

濁趣枚率熟藩奮字鐘

今
曰
独
逸
語
の
解
し
難
き
は
故
事
と
熟
語
と
に
あ
り
若
し
能
く
此
の
二
者
に
通
ず
る
と
き
は
豈
に
彼
の
国
語
を
自
在
に
解
し
得
ら
る
公

『
独
逸
故
事
熟
語
字
彙
』
の
出
版

全

京京

白『『･寸蒋:：

の
み
な
ら
ず
亦
善
く
彼
の
国
の
事
情
を
詳
に
す
る
を
得
て
新
智

識
を
益
す
る
こ
と
莫
大
な
る
く
し

我
国
独
逸
語
を
研
究
す
る
人
近
来
著
し
く
其
数
を
増
し
独
逸
語

ｊ輯
扉
に
関
す
る
辞
典
の
出
版
も
亦
頗
る
多
け
れ
ど
も
良
書
と
称
す
べ

認》騏恥仙魁脈肌紬せられたる登張藤井両氏の共著に成り
剛
剛
し
独
逸
熟
語
新
辞
典
の
如
き
は
蓋
し
屈
指
の
も
の
な
る
べ
け
れ

剛
ど
も
単
に
彼
の
国
の
熟
語
を
和
訳
せ
ら
れ
た
る
の
み
な
れ
ば
深

く
彼
の
国
事
情
を
探
ら
ん
と
す
る
人
の
為
に
は
未
だ
足
れ
り
と

せ
ず
深
く
彼
の
国
の
事
情
を
探
ら
ん
と
欲
す
る
と
き
は
勢
彼
の

3６



山
川
は
ま
ず
、
ド
イ
ツ
語
の
難
し
さ
は
故
事
と
熟
語
に
あ
る
こ
と
、
こ
の
両
者
に
通
じ
れ
ば
そ
れ
を
自
在
に
解
し
得
る
の
み
な
ら
ず
国

情
を
詳
に
す
る
こ
と
が
出
来
、
新
知
識
が
得
ら
れ
る
こ
と
、
我
が
国
で
ド
イ
ツ
語
を
研
究
す
る
人
が
近
来
著
し
く
多
く
な
っ
た
こ
と
、
そ

れ
に
伴
い
独
語
辞
書
の
出
版
も
増
え
た
が
良
書
は
稀
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
次
に
山
川
は
前
年
に
出
版
さ
れ
た
登
張
信
一
郎
・
藤
井
信

吉
共
編
の
『
独
逸
熟
語
新
辞
典
」
（
大
倉
書
店
）
は
屈
指
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
熟
語
を
単
に
和
訳
し
た
だ
け
で
、
そ

時
に
偶
然
南
江
堂
主
人
の
来
訪
せ
ら
る
ｈ
あ
り
て
之
が
出
版
を
勧
め
ら
れ
た
り
し
も
公
務
多
忙
に
し
其
意
を
果
さ
団
り
し
か
頃
曰
再

三
請
は
れ
た
る
を
以
て
辞
す
る
能
は
ず
遂
に
之
を
世
に
公
に
す
本
書
は
独
逸
語
の
研
究
に
最
も
必
要
な
る
故
事
と
熟
語
を
聚
集
し
て

之
に
解
釈
を
附
し
た
る
も
の
な
れ
ど
も
其
実
故
事
の
方
に
重
を
置
き
た
れ
ば
熟
語
の
数
に
至
り
て
は
其
数
少
な
き
が
如
く
な
れ
ど
も

韻
文
或
は
稗
史
小
説
演
劇
脚
本
等
に
引
用
せ
し
故
事
を
詳
に
せ
む
す
る
人
の
為
に
は
益
す
る
所
決
し
て
少
な
か
ら
ざ
る
く
し
但
余
は

博
言
家
に
非
ざ
る
を
以
て
時
に
或
は
隔
靴
掻
痒
の
感
な
き
能
は
ず
覧
者
幸
に
之
を
諒
せ
よ

３

猶
終
り
に
臨
み
て
一
一
一
一
一
口
す
そ
は
他
に
あ
ら
ず
京
都
帝
国
大
学
生
若
山
三
郎
君
が
本
書
の
編
纂
に
際
し
好
意
を
以
て
非
常
に
霊
力
せ

ら
れ
た
る
こ
と
是
な
り
余
深
く
同
氏
に
対
し
て
之
を
謝
し
併
せ
て
此
由
を
覧
者
に
謹
告
す

余
独
逸
語
を
以
て
高
等
教
育
に
従
事
す
る
こ
と
数
年
未
だ
充
分
の
経
験
を
有
せ
ず
と
い
へ
ど
も
常
に
学
生
の
為
彼
の
国
に
於
け
る
故

事
と
熟
語
に
関
す
る
良
参
考
書
な
き
を
憾
み
授
業
の
傍
此
両
者
を
抄
出
し
て
之
が
解
釈
を
試
み
客
年
七
月
終
に
一
偏
の
草
稿
を
得
た

先
づ
彼
国
の
故
事
に
通
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず

国
に
於
け
る
韻
文
は
勿
論
稗
史
小
説
の
類
演
劇
脚
本
の
類
を
も
研
究
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
是
等
の
書
を
研
究
せ
む
と
す
る
と
き
は
必
ず

り

明
治
三
十
九
年
三
月

京
都
中
立
費
に
於
て

山
川
幸
雄
識
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シ
ロ
閂
・
【
鮫
（
汁
）
】
斎

同
昌
⑰
（
宍
一
①
旨
①
砠
旨
巴
宣
の
円
§
一
言
曰
．
①
『
富
岳
己
員
の
冨
巨
の
己
の
亘
叩
・
テ
コ
ｕ
、
ゾ
鴬
で
ｙ
腓
、
畳
劃
（
テ
ー
）
Ｈ
）
斗
慥
」
帥
》

叶
左
斎
山
逗
叩
ン
亜
」
」
□
剛
〃
鋪
蕃
」
副
こ
ぐ
ヨ
テ
而
戊
ぞ
Ⅲ
脚
、

閃
の
⑰
ｏ
匡
蝕
唱
已
目
『
岸
の
旨
の
し
巳
①
円
邑
四
円
目
色
の
ぼ
・
】
の
ぎ
富
四
ヶ
①
丙
①
旨
①
Ｚ
①
循
巨
ロ
、
》
丙
の
旨
①
国
の
、
餌
ワ
ロ
ニ
、
園
巨
①
ヴ
ミ
四
の
．

減
柵
Ⅲ
辻
噌
粥
ブ
コ
蝋
」
菌
コ
ノ
綱
斗
山
鋤
☆
乳
の
旨
の
ｓ
ｏ
言
①
国
の
＆
の
．
①
旨
の
ロ
】
臣
の
】
百
房
＆
の
シ
ニ
の
［
言
ず
①
ロ
・
訓
斗
》
辮
斗

辱
庁
皀
斤
①
旨
－
２
豆
①
『
ご
自
一
の
①
ご
－
①
曰
二
「
菖
①
円
．
、
］
の
」
＆
ご
ロ
日
旨
丙
の
旨
の
Ｈ
、
急
○
百
鴬
Ｙ
／
狩
Ⅲ
細
い
、
壷
乳
（
博
凋
雌
謡
蝋
Ⅲ

潤遡故事熟語字鍵
－－－＝℃･画邑……－今

１２n．
H■I．“慨)】蛾
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同書本文第1ページ

の
国
情
を
深
く
研
究
す
る
人
に
は
不
十
分
だ
と

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
ド
イ
ツ
の
韻
文
は

勿
論
稗
史
・
小
説
・
脚
本
の
類
も
研
究
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
す
る
に
は
ド
イ
ツ
の
故
事

に
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い

る
。
そ
し
て
そ
の
故
事
を
中
心
に
集
め
た
自
著

に
対
す
る
自
負
が
感
じ
ら
れ
る
。

シ
９
局
を
例
に
し
て
両
者
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

「
独
逸
故
事
熟
語
字
彙
』
は
す
べ
て
ド
イ
ツ
文
字

（
字
員
三
門
）
を
用
い
て
い
る
が
こ
こ
で
は
ラ
テ
ン

体
に
よ
っ
て
紹
介
す
る
。
最
初
が
『
独
逸
故
事

熟
語
字
彙
』
で
、
次
が
『
独
逸
熟
語
新
辞
典
』

で
あ
る
。
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於
テ
）

A
d
e
r
,
ｄ
ｉ
ｅ
・
肺
官
，
鉱
肺
．

d
i
e
g
o
l
d
e
n
e
(
g
U
l
d
e
n
e
）

e
i
n
e
m
d
i
e
-
O
f
f
n
e
n
(
s
c
h
l
a
g
e
n
)
.
或
人
を
刺
絡
す
る
．

z
u
r
-
l
a
s
s
e
n
、

e
s
i
s
t
k
e
i
n
e
g
u
t
e
-
a
n
i
h
m
、
彼
に
は
一
点
の
長
所
な
し

e
s
h
a
t
k
e
i
n
e
-
v
o
n
s
e
i
n
e
m
V
a
t
e
r
．
彼
は
何
れ
の
点
に
於
て
も
父
に
似
ぬ
．

e
r
h
a
t
k
e
i
n
e
d
i
c
h
t
e
r
i
s
c
h
e
-
.
彼
は
全
く
詩
才
を
有
せ
ぬ
．

s
o
l
a
n
g
e
n
o
c
h
e
i
n
e
-
i
n
m
i
r
s
c
h
k
i
i
g
t
・
余
の
呼
吸
の
通
ふ
内
は
．

e
s
h
a
t
e
i
n
e
g
u
t
e
-
g
e
t
r
o
f
f
e
n
、
彼
は
幸
福
を
得
た
．

e
s
s
c
h
l
a
g
t
m
i
r
k
e
i
n
e
-
d
a
r
n
a
c
h
余
は
夫
れ
を
な
す
に
適
せ
ぬ
．

ａ
ｎ
踊
l
i
s
t
k
e
i
n
e
f
a
l
s
c
h
e
-
．
彼
は
頗
る
善
良
で
あ
る
、
有
為
の
士
で
あ
る
．

－
i
m
S
t
e
i
n
e

d
u
r
c
h
S
t
e
i
n
m
a
s
s
e
n
u
n
t
e
r
g
e
b
r
o
c
h
e
n
e
-
n
・
岩
石
に
て
中
断
せ
ら
れ
た
る
鉱
絡
．

、、

Ｍ
Ｈ
蝋
？
旺
亙
蕪
長
心
硲
唇
迩
『
翼
倒
糠
M
g
藻
穐
剖
ｊ
ｅ
枳
筌
罫
爪
Q
長
旦
『
輿
鋼
籍
冊
糠
M
g
叶
蝋
』
冊
．
や
゛
岳
い
≦
岬
。
担
筌
ｌ
ｂ
Ｎ
Ｕ

燕
胤
酬
･
籍
冊
U
l
l
H
I
w
o
W
H
m
二
役
J
u
室
ｏ
ﾄ
J
≦
1
0
咽
．
'
Ｍ
ｇ
ｅ
田
※
鮴
｣
ｇ
ｏ
≦
P
逆
『
翼
矧
糖
Ｍ
Ｉ
Ｉ
糠
M
I
H
叶
噸
』
ｅ
枳
筌
牝
-
)
▼
鱒
扇
や
褐

ｉ
ｏ
ｏ
ｗ
ｅ
１
Ｊ
Ｊ
Ｊ
迺
基
ｅ
ｌ
軍
知
皿
暮
廷
並
ｏ
杣
・
や
i
o
。



次
い
で
同
年
に
『
和
文
独
訳
練
習
』
「
附
」
独
訳
字
彙
」
、
『
同
答
案
』
＄
・
巨
富
⑩
①
一
）
を
丸
善
か
ら
出
し
た
。
独
文
タ
イ
ト
ル
。
（
ご
｛
目
‐

、
の
ロ
２
日
こ
る
【
叩
①
冨
口
目
の
弓
日
］
邑
皀
の
ｓ
の
ロ
日
切
Ｃ
の
言
の
Ｓ
の
一
一
巻
か
ら
成
る
。
第
一
巻
は
史
伝
、
談
話
、
叙
事
、
伝
記
、
比

較
、
論
説
等
に
項
目
を
分
け
て
日
本
文
を
排
列
し
、
そ
れ
を
独
訳
す
る
に
必
要
な
単
語
を
辞
書
風
に
集
め
て
い
る
。
第
二
巻
は
回
答
集
で
、

小
石
川
区
表
町
百
○
九
番
地
」
で
あ
る
。

山
川
は
明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）
に
ク
ラ
イ
ス
ト
の
『
三
】
・
富
の
］
【
・
亘
冨
閉
』
（
ミ
ヒ
ャ
ェ
ル
・
コ
ー
ル
ハ
ウ
ス
）
の
註
解
書
を

出
し
て
い
る
。
前
半
の
原
文
（
｜
～
一
一
三
頁
）
と
後
半
の
「
註
釈
及
び
難
句
解
釈
」
（
｜
～
八
一
一
一
頁
）
か
ら
成
る
。
奥
付
に
は
著
作
者

兼
発
行
者
・
山
川
幸
雄
、
発
売
所
・
富
山
房
と
な
っ
て
い
る
が
、
タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
に
は
め
の
」
ず
、
茸
の
閂
］
Ｐ
、
』
の
、
国
臼
目
、
、
の
す
の
円
の
と
あ
る

の
で
私
家
版
で
あ
っ
た
と
見
て
良
か
ろ
う
。
山
川
は
ク
ラ
イ
ス
ト
が
好
き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
奥
付
に
よ
る
と
山
川
の
住
所
は
「
東
京
市

『
独
逸
熟
語
新
辞
典
』
に
は
ぎ
、
の
ぎ
自
・
な
い
し
言
、
の
一
目
は
項
目
と
し
て
は
挙
げ
て
な
い
。
一
口
に
言
え
ば
山
川
の
『
独
逸
故
事

熟
語
字
彙
』
は
ド
イ
ツ
語
教
師
や
専
門
家
向
け
で
あ
り
、
登
張
・
藤
井
の
『
独
逸
新
熟
語
辞
典
」
は
学
生
・
一
般
向
け
で
あ
っ
た
。
前
者

は
初
版
だ
け
で
終
わ
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
は
明
治
三
十
九
年
一
月
の
時
点
で
第
三
版
を
出
し
て
い
る
の
は
そ
れ
を
反
映
し
て
い
る
。

言
、
の
晉
眉
・
【
自
昏
目
」
障
殆
牢
幽
】
熟
ブ
メ

房
の
言
目
目
、
の
弓
自
冨
す
の
目
・
半
升
診
の
旨
の
ロ
ケ
の
函
自
ワ
の
弓
冨
す
の
ロ
》
テ
コ
迫
冑
ン
山
灘
鯛
〆
」
三
蝋
一
灘
で
で
、
す
の
国
自
す
の
目

斗
）
で
訓
山
鱒
守
氾
溺
男
斗
」
二
宮
ロ
（
。
廿
山
斗
〆
）
テ
の
⑩
斗
」
て
訓
山
垣
Ⅶ
騨
鍋
別
）
で
」
鮒
山
淵
ブ
メ
ノ
聖
弔
ｕ
」
鰯
昇
斗
）
で
鋼
」

鯛
Ⅲ
鰯
藷
＆
刺
庁
ぞ
斗
一
）

そ
の
他
の
編
著
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第
一
巻
の
日
本
文
に
対
す
る
ド
イ
ツ
文
を
載
せ
て
い
る
。
当
時
あ
る
評
者
は
「
著
者
は
永
く
独
逸
に
あ
り
て
現
今
最
も
実
用
的
独
逸
語
に

通
ず
る
一
人
な
れ
ば
宜
し
く
其
才
筆
を
揮
っ
て
自
ら
純
粋
の
日
本
文
を
独
訳
す
べ
か
り
し
な
り
、
著
者
の
力
を
以
て
す
れ
ば
巻
尾
の
字
彙

を
編
む
時
間
の
以
て
優
に
よ
く
之
れ
を
成
し
得
た
る
べ
き
を
信
ず
。
然
る
に
只
独
逸
読
本
類
を
抜
て
之
れ
に
日
本
訳
を
附
し
之
を
更
に
童

０

訳
せ
し
め
ん
す
る
が
如
き
観
あ
る
は
大
に
吾
人
の
著
者
に
期
待
せ
る
所
と
反
す
」
と
不
満
を
述
べ
て
い
る
。
だ
が
語
を
継
い
で
「
単
に
和

文
独
訳
の
書
と
見
ず
し
て
又
之
を
独
文
和
訳
の
参
考
書
に
応
用
す
れ
ば
初
学
者
を
利
す
る
こ
と
少
な
か
ら
ざ
る
く
し
。
殊
に
巻
尾
の
字
彙

は
兎
に
角
便
利
な
る
も
の
に
て
編
者
の
労
を
多
と
す
る
に
た
る
」
と
も
述
べ
、
評
価
し
て
い
る
。

ⅢＬＩＺ１屯Ｉ

=司載

ハウフ『橋頭美女』の注解書

る
」
と
も
述
べ
、
評
価
し
て
い
る
。

「
橋
頭
美
女
』
は
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
○
）
に
丸
善
か
ら
教
科
用
・

自
習
用
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
ハ
ウ
フ
の
原
著
「
、
】
の
因
の
三
日
曰

く
・
曰
勺
・
二
号
、
シ
１
ｍ
」
（
ア
ー
ル
橋
の
女
乞
食
）
の
原
文
と
詳
し
い
注
を

施
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
百
七
十
五
頁
、
「
註
釈
及
難
句
解
釈
」
九
十
六

頁
。
当
時
の
推
奨
文
を
紹
介
し
よ
う
。

「
有
名
な
る
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
、
ハ
ウ
フ
の
作
る
と
こ
ろ
の
小
説
に
し
て
着

想
穏
健
、
行
文
流
暢
、
会
話
面
白
く
、
読
畢
り
て
興
を
惹
く
こ
と
深
し
、
殊

に
山
川
先
生
の
註
釈
を
添
ふ
、
学
生
の
教
科
書
又
は
自
修
書
と
し
て
、
最
も

佳
な
る
も
の
也
・
、

ド
イ
ツ
後
期
ロ
マ
ン
派
の
小
説
家
で
童
話
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
・
ハ
ウ
フ
（
一
八
○
二
～
二
七
）
は
明
治
の
ド
イ
ツ
文
学
移
入
期
に

シ
ラ
ー
と
並
ん
で
も
て
は
や
さ
れ
た
。
森
嶋
外
の
最
初
の
著
作
『
盗
侠
行
」

（
明
治
十
八
年
）
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
こ
れ
も
ハ
ウ
フ
の
「
切

り
取
ら
れ
た
手
の
話
」
（
ロ
の
○
の
ｍ
・
宮
・
写
の
『
・
口
昌
、
の
冨
巨
の
口
の
口
四
目
曰
）
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な
ど
『
隊
商
』
（
豆
の
【
日
凹
葛
自
の
）
中
の
諸
編
を
漢
詩
訳
に
翻
案
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
も
東
大
医
学
部
予
科
で
は
明
治

十
三
年
か
ら
十
四
年
に
か
け
て
四
等
生
に
対
し
独
語
教
師
の
吉
田
謙
次
郎
が
ハ
ウ
フ
の
小
説
を
教
科
書
に
用
い
た
こ
と
が
申
報
書
に
出
て

Ｏ

い
る
‐
・
グ
リ
ム
と
は
異
な
る
豊
か
な
空
想
を
明
る
く
健
康
な
現
実
味
で
支
え
た
独
特
の
魅
力
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
明
治
の

読
者
の
興
味
を
惹
い
た
よ
う
だ
。
明
治
二
十
年
代
に
な
る
と
ハ
ウ
フ
の
小
説
の
訳
本
が
幾
つ
か
出
版
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
山
川
の
『
橋

頭
美
女
』
は
ハ
ウ
フ
紹
介
の
先
駆
で
は
な
い
が
、
翻
訳
で
は
な
く
註
解
に
よ
っ
て
ハ
ウ
フ
の
原
文
を
読
む
手
助
け
を
し
た
意
味
は
あ
っ
た
。

し
か
も
そ
の
註
解
は
懇
切
・
詳
細
な
も
の
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
山
川
は
語
学
力
で
す
ぐ
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
几
帳
面
で
、
教
育
的
配

慮
を
怠
ら
な
い
人
で
あ
っ
た
。

０ １

だ
が
、
山
川
は
病
気
の
た
め
に
大
正
一
一
年
（
一
九
一
一
一
一
）
十
一
一
月
文
部
大
臣
宛
に
退
官
願
を
提
出
し
た
。

大
正
二
年
十
二
月

第
一
高
等
学
校
教
授
山
川
幸
雄

本
年
九
月
以
来
疾
病
ノ
為
メ
休
校
療
養

今
後
尚
一
層
静
養
ヲ
要
ス
ル
ー
ー
付
本

官
免
依
テ
別
紙
診
断
書
御
御
願
也

私
議退

官
願

晩
年
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山
川
の
願
は
入
れ
ら
れ
大
正
二
年
十
二
月
一
一
十
五
日
付
で
依
願
免
本
官
（
内
閣
）
と
な
っ
た
。
履
歴
書
に
は
同
日
「
在
官
十
一
年
以
上

ニ
シ
テ
退
官
二
付
年
俸
月
額
五
箇
月
半
分
下
賜
」
（
文
部
省
）
と
あ
る
。
こ
う
し
て
十
一
一
月
二
十
五
日
付
で
依
願
免
本
官
と
な
っ
た
。
翌

三
年
一
月
一
一
十
日
、
特
旨
を
以
て
位
一
級
進
め
ら
れ
正
五
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。
以
後
、
彼
は
病
気
療
養
の
生
活
に
入
っ
た
と
推
察
さ
れ
る

が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
長
男
の
幸
世
に
よ
る
と
「
ロ
ー
マ
法
の
研
究
を
発
表
し
よ
う
と
整
理
中
、
長
い
ア
ル
コ
ー
ル
生
活
と
極

９

度
の
勉
強
と
の
為
腸
を
わ
ず
ら
ひ
、
遂
に
立
つ
事
が
出
来
ず
、
：
．
」
と
証
一
一
一
一
口
し
て
い
る
。

幸
世
に
よ
れ
ば
、
幸
雄
は
父
親
と
し
て
は
、
病
気
に
な
っ
て
か
ら
は
気
ま
ぐ
れ
で
、
理
由
も
な
く
ひ
っ
ぱ
た
い
た
り
し
て
い
い
父
で
は

な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
な
か
な
か
子
供
に
対
し
て
良
き
父
だ
っ
た
と
い
う
。
ド
イ
ツ
的
、
ス
パ
ル
タ
的
な
教
育
方
針
を
持
っ
て
い
た

ら
し
く
、
悪
い
こ
と
を
し
た
り
、
わ
が
ま
ま
だ
っ
た
り
す
る
と
尻
を
た
た
い
た
が
、
寒
い
朝
に
は
大
勢
の
子
共
た
ち
に
順
番
に
着
物
を
着

せ
て
や
っ
た
り
し
た
。
ま
た
夜
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
で
ド
イ
ツ
の
お
と
ぎ
話
を
聞
か
せ
た
り
、
ド
イ
ツ
人
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
連
れ
て
行
っ
た

山
川
幸
雄
は
大
正
十
一
年
（
一
九
一
一
一
一
）
五
月
二
十
六
日
亡
く
な
っ
た
。
享
年
五
十
五
。
同
年
五
月
一
一
十
八
日
付
東
京
朝
日
新
聞
に
は

次
の
よ
う
な
死
亡
広
告
が
載
っ
て
い
る
。

り
し
た
と
い
う
。

父
正
五
位
山
川
幸
雄
病
気
の
処
本
曰
午

前
九
時
十
五
分
逝
去
致
候
間
此
段
辱
知
諸
君

に
謹
告
謹
告
仕
候

葬
儀
は
行
列
を
廃
し
来
廿
九
日
午
後
二
時

谷
中
斎
場
に
於
て
神
式
に
依
り
相
営
申
候

文
部
大
臣
法
学
博
士
奥
田
義
人
殿
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片
山
国
嘉
（
一
八
五
五
～
一
九
四
一
）
は
幸
雄
の
姉
・
か
め
の
夫
に
当
た
る
人
。
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授
を
務
め
、
法
医
学
者

と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
。
長
谷
川
敬
三
は
岳
父
の
長
男
で
、
柳
子
の
実
兄
で
あ
る
。

山
川
家
の
墓
は
東
京
都
台
東
区
の
谷
中
霊
園
に
あ
る
（
甲
９

号
１
３
側
）
。
山
川
家
は
神
道
を
奉
じ
て
い
た
の
で
戒
名
は
な
い
。

大
正
十
一
年

親
戚
片
山

五
月
廿
六
曰

略
儀
な
が
ら
本
広
告
を
以
て
御
通
知
に
代

へ
申
侯

男

国
嘉

総
代
長
谷
川
敬
三

幸
世

東京谷中霊園にある山川幸雄の墓
（筆者撮影）

号
１
３
側
）
。
山
川
家
は
神
道
を
奉
じ
て
い
た
の
で
戒
名
は
な
い
。

夫
の
死
後
妻
の
柳
子
は
子
供
た
ち
を
育
て
天
寿
を
全
う
し
た
。

長
男
・
山
川
幸
世
（
’
九
○
四
～
一
九
七
四
）
は
演
劇
関
係
の

仕
事
を
し
、
そ
の
方
面
で
知
ら
れ
て
い
た
。
幸
世
の
回
想
に
よ

る
と
、
母
は
我
が
強
く
、
そ
の
た
め
幸
世
と
度
々
衝
突
す
る
こ

と
が
あ
っ
た
。
だ
が
自
分
が
文
学
や
演
劇
に
興
味
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
に
は
母
の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
語
っ
て

い
る
。

幸
世
の
子
の
山
川
泉
は
存
世
中
で
あ
り
、
父
の
影
響
を
受
け

現
在
、
創
樹
社
と
い
う
舞
台
装
置
の
会
社
の
代
表
取
締
を
務
め

て
い
る
。
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注

（
四
）
長
谷
川
謹
介
二
八
五
五
～
’
九
二
○
）
明
治
の
鉄
道
界
の
重
鎮
。
山
口
県
の
人
。
明
治
七
年
鉄
道
寮
に
出
仕
し
、
以
後

鉄
道
技
師
と
し
て
活
躍
。
二
十
五
年
日
本
鉄
道
会
社
に
入
り
、
後
に
台
湾
総
督
府
鉄
道
技
師
長
に
任
じ
鉄
道
部
長
で
あ
っ
た
。

（
１
）
『
明
治
医
家
列
伝
』
（
第
二
篇
、
明
治
二
十
五
年
）
一
一
七
五
～
一
一
八
六
頁
。

（
２
）
外
務
省
外
交
史
料
館
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
イ
ル
ム
旅
－
９
の
（
．
三
宝
）
よ
り
。

（
３
）
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ポ
ル
ト
大
学
文
書
館
長
ｍ
・
言
旨
氏
に
よ
る
。

（
４
）
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
文
書
館
蔵
「
文
書
」
（
シ
写
の
》
二
・
笛
』
）

（
５
）
バ
ー
ル
（
○
日
」
旨
」
三
ｍ
ご
ｏ
ｐ
ｍ
自
一
、
霊
１
＄
届
）
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
及
び
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
法
律
を
学
ん
だ
後
、
裁
判

官
と
し
て
活
躍
。
一
八
六
二
年
法
務
大
臣
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ヴ
ィ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
の
秘
書
官
と
し
て
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
市
薬

剤
師
令
草
案
を
作
成
。
六
十
三
年
大
学
教
授
資
格
を
得
た
。
そ
の
後
ロ
ス
ト
ッ
ク
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
各
大
学
教
授
歴
任
後
、
七

十
九
年
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
教
授
就
任
。
刑
法
及
び
ド
イ
ツ
国
際
私
法
の
理
論
で
指
導
的
地
位
を
占
め
た
。

（
６
）
［
の
】
、
ロ
昌
冒
②
Ｃ
】
、
、
．
］
臣
『
・
○
穿
奇
冒
困
の
目
屋
宅
、
］
む
つ
Ｐ
【
‐
Ｎ
］
、
）

（
７
）
『
ド
イ
ツ
東
ア
ジ
ア
自
然
民
族
学
協
会
会
報
』
（
三
三
の
］
」
目
、
の
ご
」
の
円
□
の
三
ｍ
ｇ
の
ご
○
の
、
の
房
・
富
津
患
Ｈ
ｚ
Ｐ
ご
円
‐
巨
己

ご
α
］
丙
の
円
言
昌
の
○
切
言
の
】
の
ロ
、
）
第
八
巻
第
二
部
（
一
九
○
○
）
「
議
事
報
告
」
欄
（
、
旨
目
的
、
す
＆
・
耳
の
）

（
８
）
同
誌
第
八
巻
第
三
部
（
’
九
○
二
）
の
会
員
名
簿
（
’
九
○
｜
年
十
二
月
現
在
）
。

（
９
）
『
嶽
水
会
雑
誌
』
第
十
九
号
（
明
治
駈
・
、
）
「
校
報
」
欄
。

（
、
）
「
嶽
水
会
雑
誌
」
第
二
十
五
号
（
明
治
珊
・
、
）
「
校
報
」
欄
。

（
、
）
例
え
ば
、
『
嶽
水
会
雑
誌
』
第
二
十
六
号
（
明
治
鉛
・
旭
）
「
東
京
文
科
大
学
通
信
」
に
「
夏
目
先
生
の
英
語
、
洋
行
帰
り

の
先
生
、
言
四
・
客
の
岳
の
二
・
ロ
・
］
・
空
①
な
ど
、
山
川
先
生
因
の
円
曰
Ｐ
目
の
朗
吟
に
比
べ
て
も
劣
ら
ぬ
程
の
巧
者
に
て
、
中
々

の
聞
き
も
の
に
御
座
侯
…
」
と
あ
る
。
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謝
意
を
表
し
た
い
。

附
記
ド
イ
ツ
留
学
中
の
山
川
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
さ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ポ
ル
ト
大
学
文
書
館
館
長
Ｗ
・
シ
ュ
ル
ッ
ェ

博
士
及
び
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
文
書
館
の
Ｕ
・
フ
ン
ガ
ー
博
士
、
ま
た
人
物
写
真
な
ど
貴
重
な
資
料
を
提
供
さ
れ
た
山
川
泉
氏
に

次
い
で
四
十
一
年
鉄
道
院
技
師
に
転
じ
東
部
鉄
道
管
理
局
長
を
命
じ
ら
れ
、
四
十
四
年
西
部
鉄
道
管
理
局
長
に
転
じ
た
。

（
旧
）
若
山
三
郎
は
明
治
三
十
六
年
｜
一
一
高
の
第
一
部
（
法
科
）
を
卒
業
し
、
当
時
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
の
三
年
生
で
あ
っ
た
。

（
Ⅲ
）
明
治
四
十
二
年
十
一
月
号
『
独
逸
語
学
雑
誌
』
「
新
著
紹
介
」
百
八
十
一
頁
。

（
妬
）
明
治
四
十
三
年
十
二
月
号
『
独
逸
語
学
雑
誌
」
巻
末
広
告
。

（
マ
マ
）

（
肥
）
資
料
叢
書
・
東
京
大
学
史
「
東
京
大
学
年
報
』
第
二
巻
、
「
独
乙
語
学
准
助
教
授
吉
田
謙
二
郎
申
報
」
八
十
二
頁
。

（
Ⅳ
）
国
立
公
文
書
館
蔵
「
大
正
二
年
任
免
記
十
一
一
月
三
止
巻
三
十
五
」
、
請
求
記
号
「
２
Ａ
旧
任
６
９
６
」

（
旧
）
山
川
幸
世
「
山
川
幸
雄
」
。
山
川
幸
雄
の
長
男
・
幸
世
は
山
川
家
及
び
そ
の
親
族
の
人
々
に
つ
い
て
経
歴
や
人
と
な
り
を
記

し
た
書
き
付
け
を
残
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
残
念
な
が
ら
記
憶
に
よ
っ
て
書
い
た
ら
し
く
、
幸
雄
が
独
逸
協
会
の
中
学

に
学
ん
だ
と
か
、
留
学
先
を
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
と
し
た
り
、
日
独
会
話
の
著
書
が
あ
る
と
す
る
な
ど
明
ら
か
な
誤
記
が
見
ら

れ
る
。

（
元
熊
本
大
学
）
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